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地域の皆さんに愛され、信頼され、期待に応えられる病院を目指します。　ICHINOMIYA  MUNICIPAL  HOSPITAL
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　現在、日本人の死因の約60%は、がん、脳卒中、心臓病で、なかでもがんは約30%を占めており、死亡原因の
第1位となっています。正常な細胞ががん細胞になる原因として、発がん性物質の存在が確認されており、その物質
をつくりだす原因として、老化や喫煙、大気汚染、そして放射線も挙げられています。発生したがんがどの原因に
よるものかは特定できません。
　例えば、職業として放射線を取り扱う場合は、被ばく線量は5年間の平均で年間20ミリシーベルトと決められて
おり、安全確保のための管理区域の設定や放射線診療従事者の個人線量計の着用、健康診断なども定められています。
とはいえ、がん以外にも喫煙や肥満、飲酒などが私たちの寿命短縮に影響を及ぼすように、日常生活には放射線だけ
でなくさまざまな健康阻害リスクがあります。

　みなさんが安心で安全な検査が受けてもらえるように、放射線技術室においては、公益社団法人日本
診療放射線技師会が行う、「医療被ばく低減施設」認定取得（平成30年4月現在全国80施設）への取り
組みを今年度から開始する予定です。私たち診療放射線技師は、放射線機器を正しく管理し、被ばく低
減に努め、正しい情報を公開し患者サービスに努めていきたいと考えています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　放射線技術室

■ 放射線の危険度の程度（日本国内）
● 私たちの周りに存在する危険や健康阻害リスクを寿命の短縮に置き換えて比較したもので、長い日数はど危険度が高いことを表しています。

健康阻害リスク 余命損失日数の平均値

喫 　 　 煙

心 臓 病

肥 満

が ん

脳 卒 中

自動車事故

飲 酒

大 気 汚 染

自然放射線

2 , 208日

618日

1 , 412日

1 , 137日

515日

91日

77日

26日

12日
出典：「生活行為のリスク比較に関する調査研究」（東京工業大学・日本原子力発電株式会社　共同研究実施報告書）より抜粋

自然放射線による危険度は、日常の生活環境での多くの危険要因と比較しても
小さいことがわかります。

自然放射線と健康阻害リスクについてのお話
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